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「銚子塚古墳の後円部の試掘調査でようやく墳丘端部（墳丘のはじっこ）を確認しました！」と前号でお伝えしま
したが、調査を進めた結果、疑問点が生じてきました。

墳丘のはじっこだと思っ
た段差の先にもまた段差
があるみたいだなあ。

№８トレンチを東側から見たところ（奥が後円部）

№８トレンチ

昨日まで墳丘
のはじっこと考
えていた段差

調査を進めて、墳丘のはじっこから周溝のはじまる部分から出てきた石をきれいにしてみ
たんだ。でも人工的に並べた石って感じではないんだよねー。でも、崩れ落ちてきた石の
ような浮いた感じはなくて、しっかりと詰まったように出てくるんだ。もしかすると、墳
丘のはじっこを補強するように詰め込んだ石なのかなあ？なんだか少し平らな部分にだけ
詰まっているようにも感じられるからねー。
この石のことや墳丘のはじっこについての結論はしばらく待ってね！石を部分的に少しづ
つ解体調査してみるからね。難しいけど、大事な問題なんだよ。

№８トレンチからたくさん出てきた石の様子




